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 希ガス原子の ns準価電子による ns-mp光吸

収が顕著な window 型共鳴シリーズを示すこ

とはよく知られている[1]。小出らは最近、ア

ルカリ原子系列K, Rbおよび Cs 原子に対して、

希ガス原子に対応するns-mp励起領域の光吸

収スペクトルを光イオン生成スペクトル法で

測定し、希ガス原子とはかなり異なる共鳴シ

リーズを観測した [2,3]。これらの共鳴は希ガ

ス原子と同様に window 型であるが、幅が広

く、m の増加につれて急激に減衰する。本研

究はこれらのアルカリ原子に対する研究をさ

らにアルカリ土類原子へ広げたものである。 

測定は BL-3Bで行った。オーブンからの原

子線を単色化したシンクロトロン放射光と交

差させ、生成されたイオンを飛行時間型質量

分析法で１価イオンと２価イオンを分離し、

それぞれの強度を波長走査しながら記録した。

例として、Sr原子に対して得られたスペクト

ルを右図に示す。Sr+のスペクトルは 10 倍に

拡大してある。これらのスペクトルは光強度

で割ってある。Sr2+スペクトルと Sr+スペクト

ルでは共鳴構造が異なり、Sr 2+では希ガス原

子やアルカリ原子のような window型の構造

を示している。共鳴構造はアルカリ原子より

更に m に対して急激に減衰するが、３つ目

（7p）まではなんとか識別することができる。

Caと Baのスペクトルはここに示した Srとよ

く似ているが、最初の共鳴構造が更に弱く、

しかも２つ目以降は識別できない。 

アルカリ土類原子において 2価と 1価イオ

ンの共鳴プロファイルが異なるのは、共鳴状

態が np イオン化と(n+1)s イオン化の 2 つの

continuumと相互作用すること、共鳴励起の遷

移モーメントが np イオン化のそれより目立

って小さいのに対して、(n+1)s イオン化のそ

れとは同じくらいかむしろ大きいこと、前者

では npのイオン化状態から Auger過程で 2価

が生成され、後者では(n+1)s イオン化状態に

落ち着くことを意味する。 
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図中の縦線はMCDF計算で得た共鳴エネルギ

ーを示す。PFシンポジウムではこの計算の詳

細を報告する。また、生成曲線の Beutler-Fano

プロファイルの式へのフイッテングによる

Fanoパラメーターの決定についても報告する。 

 

文献 

[1] K. Codling and R. P. Madden, Phys. Rev. A4  

(1971) 2261. 

[2] M. Koide et al., J. Phys. Soc. Jpn. 71 (2002)  

1676. 

[3] M. Koide et al., J. Phys. Soc. Jpn. 71 (2002)  

2681. 

 


